
（別紙６）

公表日

利用児童数

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
訪問支援員からの助言や説明は、具体的でわかりやすく、取

り入れやすいものですか。

13

・週1回来校してもらうが、毎回終了後に児童の様子につい

て意見を交流ができ有り難い。

・本人の様子に加え、クラス全体の取り組みの状況なども

教えて頂き、授業改善の参考になっています。

・いつも丁寧に報告書をまとめてくださって有り難いで

す。報告書を読むことで私が他の子達の対応している間の

様子を知ることができて助かっています。

・ありがようございます。日々精進いた

します。

2
訪問支援員の支援に対する知識・技術等に満足しています

か。

13

・児童が交流学級での活動に参加する際、支援してもら

い、安心して活動できることに繋がっている。

・本人の特性や性格を理解され適した支援をしてくださっ

ています。

・実際に支援学級で担任をされていた先生にみて頂けるの

はありがたいです。間接指導中の子どもたちの指導もして

くださるので助かっています。

・ありがようございます。日々精進いた

します。

3
訪問支援員は質問に対して、適時・適切に回答してくれてい

ますか。

13

・1に同じ。毎回こちらが学びになっている。

・友達との関わりなど、私が見えないところに気付いて教

えて頂き助かっています。

・特に保護者のことなど、なかなかこちらでは把握しきれ

ない情報も共有してくださるのでありがたいです。

・ありがようございます。日々精進いた

します。

4
保育所等訪問支援を利用したことで、課題や困りごとが解消

または軽減されましたか。

12 1

・訪問支援の主訴（登校しぶり、偏食）が転籍後はほぼ見

られないため、”解消”としてよいか分からない。

・30人を一斉に見ると1人1人の見とりが不十分になりがち

ですが、報告書を拝読し「ここができてなかったんだ。」

と本人の困り事に気付くことができ、支援がしやすくなり

ました。

・学校での課題や困り事に対して、事業所での取り組み等

を教えて頂き参考になります。

・集中できない（続かない）お子さんに対して短いスパン

で休憩を入れることを教えて頂き、実践してみると実感に

合っていてありがたいです。

・こちらの悩んでいることを親身になって聞いてくださる

ので心強いです。

・不登校のお子さんが通常学級から支援

学級に転籍したことで毎日登校できるよ

うになってよかったと思います。登校し

ぶりや偏食が解消したので新たな課題や

目標設定を修正しながら自立に向けて取

り組んでいければと思います。

5 事業所からの支援に満足していますか。

13

・交流学級での支援に入ってもらえることが非常にありが

たいと感じる。

・国語や算数など本人の躓きが多い教科書に来ていただき

ありがたいです。

・いつもありがとうございます。今後ともよろしくお願い

します。

・ありがようございます。日々精進いた

します。

・保育所等訪問支援を利用することでなかなか担任が付いていくことのできない。交流学級での活動に児童が安心して参加でき

るようになった感じる。週に1回、児童の変容や気づき、現在の課題について等、情報を共有することで、学校と放課後等デイ

が同じ方向で支援に当たれると思う。

・本人の困り事は、一斉授業の中で表出しにくいものが多く坦任として気づけていないことも多くあります。報告書を拝読する

度に、学習面や対人関係において支援の必要性を強く感じています。保育所等訪問では、その時のご本人の状況に合わせて適切

に支援をしていただいており、大変ありがたく思います。学校と放デイと連携を深めながら、より良い支援の在り方について一

緒に考えて行けたらと思います。

・多角的な視点から授業の様子を教えて頂けるので、子どもたちの成長や今後の課題に気付くことができ、とても助かっていま

す。また、普段から学校とプリズムさんでの様子を情報共有をさせて頂き、支援にいかすことができています。

・学校での児童の様子を細かく見て頂き、保護者の方へ丁寧に伝えて頂いているおかげで保護者が安心されているようです。

・毎回バタバタしてすみません。先生方のサポートがとても有り難いです。今後可能であれば、長期休みなどにプリズムで過ご

保育所等訪問に対する様々なご意見ありがとうございます。

お忙しい中学校の担任の先生のご協力とご理解いただき、連携した支援ができています。また、校長先

生や教頭先生も気にかけてくださっており、感謝申し上げます。

保護者の方からも学校の様子が知れて嬉しいとのお声を多数いただいております。

まだまだな部分もありますが、職員一同日々精進して参ります。

お子さんの将来の自立と地域社会への参加・包摂（インクルージョン）を目指して保護者様と関係機関

と情報共有して連携した対応をしていきます。

事業所名
2025年3月10日

子どもサポート教室プリズム
　　　　　２1名　　回収数　１３枚

その他のご意見 ご意見を踏まえた対応

訪問先施設からの事業所評価の集計結果公表


